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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和４年 １０月 ３１日 

１. 観光地域づくり法人の組織 

 

申請区分 

※該当するものを〇で囲む

こと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法人の名称 （一社）地域商社あきおおた 

マーケティング･マネジメ

ント対象とする区域 

広島県山県郡安芸太田町 

所在地 広島県山県郡安芸太田町戸河内７８４番地１ 

 

設立時期 平成 30年１月 26日 

職員数 14人【常勤９人（正職員６人・出向等３人）、非常勤５人】 

代表者（トップ人材：法人

の取組について対外的に最

終的に責任を負う者） 

※必ず記入すること 

（氏名） 

橋本 博明 

（出身組織名） 

安芸太田町長 

現安芸太田町長。現（一社）地域商社あきおおた

専務理事。町の基幹産業である観光を発展させる

ことの必要性及び重要性を行政・地域商社のトッ

プとして強い意欲をもち、その手腕を発揮してい

る。 

データ収集・分析等の専門 

人材（ＣＭＯ：チーフ・マ 

ーケティング・オフィサ 

ー）（専従） 

（氏名） 

 栗栖 修司  

（出身組織名） 

安芸太田町役場 

現（一社）地域商社あきおおた 事業本部長 

安芸太田町役場職員として、保健医療福祉統括セ

ンターの事務局長や地域づくり課長を歴任。地域

住民の意見および町の長期総合計画にそった事業

実績及び各種データを基にした地域づくりを企

画、推進。これらの知見を 活かし、現職では、地

域づくり法人における事業 統括を行っている。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チーフ・フィナ

ンシャル・オフィサー） 

（氏名） 

児玉 裕子 

（出身組織名） 

安芸太田町役場 

（一社）地域商社あきおおた 副事業本部長 

安芸太田町役場会計課の経験を活かし、町行政と

連携した事業予算の確保や独自予算の確保を推

進。 

各部門（プロモーションの

責任者） 

 

（氏名） 

梅本 雅史 

（出身組織名） 

(株)ピアズ、元地

域おこし協力隊 

当法人のホームページの制作・運営に主体的にか

かわり、ロゴマーク、キャッチコピーの作成を行

った。記事形式による地域観光の情報発信や SNS

の運用、メディアと連携した PRなど広報活動によ

り、ブランド力向上を図っている。 

各部門（旅行商品の造成･

販売の責任者） 

（氏名） 

服部 美樹子 

（出身組織名） 

JICA、元地域おこ

し協力隊 

インバウンド活性化について、行政と共同で基本

戦略立案と推進を担っている。またランドオペレ

ーターとして、海外旅行会社に対して、交通手

段、体験型観光の企画、手配全般を行っている。

教育旅行や農泊の推進も行う。 

各部門（観光振興アドバイ

ザー） 

（氏名） 

有田 隆司 

（出身組織） 

地域密着型の旅行商品開発・販売経験や様々な自

治体での観光振興に携わった知見を活かし、ＤＭ

Ｏの運営全般への助言、職員の人材育成、地域の

おもてなし力向上などの各種研修など観光地域づ
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広電観光、KOI企

画ふるさと活性化

研究所 

くり全般の支援を行う。令和４年７月には、観光

庁「広域周遊観光促進のための専門家派遣事業」

の専門家として登録された。 

連携する地方公共団体の担

当部署名及び役割 

安芸太田町産業観光課(観光振興の基本計画、６次産業化、産直市運

営、地域産品開発)、同町企画課(地方創生全般、社会資本整備、地域公

共交通) 

連携する事業者名及び役割 安芸太田町商工会(事業者支援等)、広島市農業協同組合(地域産品の開

発等)、広島県立加計高等学校・県内大学(地域教育、地域産品開発、体

験コンテンツ開発等)、その他ＮＰＯ、町内観光関連事業者(飲食業者、

宿泊事業者、体験施設など) 

官民･産業間･地域間との持

続可能な連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】② 

（概要）「地域商社あきおおた」が事務局として運営し、行政や町内観

光関係事業者をはじめとした関係団体を構成員とする地域商社あきおお

た推進協議会を設置し、定期的に協議、合意形成を図る。 

 

地域住民に対する観光地域

づくりに関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

地域商社あきおおたが事務局を担うヘルスツーリズム事業(森林セラピ

ーや教育旅行民泊)においては、観光関連事業者以外の地域住民が多数

参画しており、観光地域づくりに関する共通認識の共有や意識啓発を図

っている。 

また、毎月の町広報誌にて、地域商社あきおおたの観光地域づくり法人

としての取組みを発信することで、地域住民への取組理解の促進を図っ

ている。 

法人のこれまでの活動実績 

 

 

（活動の概要） 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・令和元年５月ホームページ再構築事業 

地域ブランディングを進めていくためにオンライン

上の表玄関を再編集し、オウンドメディアの自主運営

開始。当町ならではのロゴ、サイトネーム、キャッチ

コピーを制作。また事業を推進していくために地域 E

コマース機能（物販と体験予約）を整備、また情報資

産を構築するためにコンテンツ制作やデジタルマーケ

ティングを内製化した。 

 

・令和元年観光プロモーション映像制作事業 

 当町の観光資源をお伝えできる映像を全１８本制作

し、ＨＰやＳＮＳ、プロモーションイベントなどで活用

した。 

 

・令和２年 10月安芸太田町 Come Upキャンペーン事業 

 キャンペーン期間中の宿泊費を最大半額支援、体験型

コンテンツにおいても半額支援、また体験参加者につい

ては、宿泊・飲食・土産物店で使える商品券（プレミア

率１００％）の購入が可能。来訪者の顧客データ集積と

併せて、将来的なリピーター獲得に向けたＣＲＭに取り

組んだ。 
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・令和２年 10月地域特産品（祇園坊柿等）プロモーシ

ョン事業 

 柿の健康効果、抗菌効果のエビデンス再整備、Eコマ

ース等を活用した販売促進、地消地産の推進として美

味しいレシピの紹介や各施設による祇園坊柿を使った

新メニューの提供、期間限定で「祇園坊柿フェア」も

同時開催、パッケージデザイン開発を実施した。 

 

・令和３年１月インバウンド促進事業 

ターゲット国での市場調査を実施しニーズや誘客に向

けた課題の抽出を図った。同時に、アンケートを通し

て参加者へのプロモーションの機会として活用した。 

 

・令和３年 HP多言語化整備事業 

ターゲット国として、コンテンツデザインを考慮した

ＨＰの多言語化整備を実施した。同時に外国人も利用

できる体験予約の受付機能、安芸太田町の写真や動画

データ、その他共有が可能な著作権フリーのデジタル

コンテンツ等についてインターネット上で共有可能な

データベースを「あきおおたから」内に構築、紙媒体

での多言語パンフレット(データ)の作成等、効果的な

プロモーション及びオンライン受入基盤の整備を実施

した。 

 

・インバウンド動画制作 

市場向けのプロモーションツールとして、昨年度製作

した冬期間に続き、今年度は春・夏期のアクティブ体

験および文化体験型コンテンツの動画を下記の通り１

２本制作をした。 

 

・令和３年 12月道の駅魅力化対策事業 

町内外の事業者を招待しマルシェを実施した。町内外

からの来訪者で賑わった。その中で普段では伝えるこ

とのできない旬な情報や今後の体験や宿泊などのキャ

ンペーン情報をお伝えし再来訪していただくきっかけ

づくりを実施した。 

 

・令和３年度販路開拓事業 

当町において閑散期となる時期には広島市内や県外へ

販売活動を行った。その際には販売するだけではな

く、継続した情報を共有できるように公式ラインなど
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への登録の勧誘を行い、来訪を促進するための施策を

実施した。 

 

・令和３年度飲食店周遊スタンプラリー事業 

町内の飲食店利用促進のため、「おもてなし認証登録

店」を対象に飲食店の利用者スタンプラリーを実施

し、町内で利用できるクーポンを配布。併せて、顧客

データを取得することにより、将来的なマーケティン

グ政策に繋がる取組を実施した。 

 

・特産品プロモーション事業 

販売促進（ブランドロゴ・シールラベル、包装紙の作

成、販促用エコバック等）に係るノベルティグッズ作

成と特産品である祇園坊柿関係の商品開発用の原材料

の調達を実施。その他プッシュアップウイークを設定

し、収穫時期に祇園坊柿を利活用した加工品や新規レ

シピメニューの開発による販売促進を実施した。（飲食

店 12店舗、新規メニュー７種類、継続メニュー６種類

によるキャンペーン実施） 

 

・令和３年フィルムコミッション事業 

映画題名：「こちら あみこ」 

令和４年７月８日から公開される映画のロケを町内の

２か所（草尾、寺領地区）で撮影が実施された。今後

映画による地域でのロケ地への訪問などの期待ができ

る取組となった。 

 

・JALふるさとプロジェクト（招致対応） 

日本航空の取組で、JAL【TBS】「ステキなタカラに 

出逢う旅～BE TOGETHERの動画撮影のため、町内の 

観光ポイントを巡る形式で動画撮影を実施した。作成

された動画は日本航空の機内での映像を放映するプロ

ジェクトの撮影を行い、安芸太田町で 10分間町内の風

景や体験を上映され観光プロモーションを実施した。

（12月～３月国内線機内放映） 
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・イオンコンパスによるツアー用動画撮影対応 

イオンコンパスによる町内への誘客ツアーのための町

内コンテンツ（祇園坊柿を題材の体験ツアー）の誘客

用の動画撮影を実施し催行予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大によりツアー企画は中止となっ

た。 

 

 

受入環境の

整備 

・平成 31年３月、町から指定管理を受けて運営してい

る「道の駅来夢とごうち」が国土交通省より重点「道

の駅」に認定 

 地域づくり法人(DMO)である地域商社あきおおたが運

営主体として計画されており、町のブランディング拠

点（表玄関）として店舗設置、導線整理により利便性

向上と一層の賑わい創出を図る。 

 

・令和２年１月、観光庁より地域づくり法人として候

補法人登録 

 地域商社・DMO・道の駅が三位一体となった地域経営

を目指す。 

 

・令和２年３月インバウンド促進アクションプラン策

定事業 

安芸太田町が迎えつつある人口減少型社会において、

地域活性化(地域経済活性化・シビックプライドの醸

成・地域コミュニティの再生・自然/文化の保全等)

を、観光振興政策により達成していく(DMOとしての役

割)。同時に、こうした取組に継続的に取り組めるよう

に持続可能な組織としての(観光事業からの)収益化を

図る(継続する DMC)。本事業は、こうした目的のために

安芸太田町の地域資源を有効に活用し、目的を戦略的

に達成していくための実践的なアクションプランを策

定 

 

・令和２年３月主要観光地などの看板を改修 

 オンライン整備時に制作した地域ブランディングフ

ォーマットを活用し、デザインやカラー、フォントな

どを使用しデザインの統一化を図った。今後の整備に

も活用できるようデザインマニュアル Ver.1を制作 

 

・令和２年７月安心・安全おもてなし認証制度構築事

業 

 町内事業者へ新型コロナ対策に係る町独自のチェッ

クシートを設け、認証店登録を実施。認証店には備品

や資材を貸与及び提供した。 
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・令和２年度インバウンド促進事業 

 オンラインや旅行博などで利用する動画の制作、広

島市内からバス移動を促進するリーフレットの制作、

在日外国人向け雪山誘客モニターツアー実施、先進地

視察として熊野トラベルを訪問し、ＤＭＯの運営やＤ

ＭＣとしての事業経営について学んだ。 

 

・令和３年３月 特別景勝地三段峡 HPリニューアル 

 当町のキラーコンテンツとなる「三段峡」の価値を

再編集し、HPやアプリを制作、またターゲットとして

いる言語にも対応したサイトを制作 

 

・令和３年度インバウンド促進事業 

 誘客基盤の整備として町全体のＨＰを多言語化、旅

行業を活用し自社ＥＣ機能を拡充し宿泊予約システム

を導入、昨年度は冬季コンテンツの動画制作だったた

め、今期は夏季コンテンツの動画制作を実施。この他

にもブランディングとして活用していける町の看板や

サインなどの統一デザインを制作、顧客満足度調査の

内製化に向けた事業を実施する 

 

・令和３年度地域ＣＲＭの導入 

 地域が一体となり顧客のニーズや動向を把握し顧客

ごとに見合うサービスを継続的に提供していくために 

顧客管理システムを導入。万人向けにではなく、ター

ゲットとする顧客層に見合う情報を、その顧客層ごと

に提供し継続的な関係性を構築することでリピーター

の獲得による消費単価の向上を図る。 

それを実現するために、あきおおたから舟クルー 

（ファンクラブ）やロイヤルカスタマーの獲得、おも 

てなし品質認証数（商品、おもてなし）の拡充に取り

組む。 

 

・令和３年８月観光振興の専門人材の配置 

観光振興を強化するために、専門的な人材「観光振興

アドバイザー」を招聘し、観光プロダクト造成や観光

プロモーションなどの専門的な視点で取組を進める。

取組の一環としては町内の事業者を対象とした「おも

てなし研修」や「クレーム処理対応研修」などの講演

会を実施、一層の事業者の接客対応の向上を図る。 

 

・令和３年８月民間企業（交通、旅行）の連携強化 

当町は鉄道がない町であるため２次交通の整備として

路線バスの維持活性も目的としバス会社と連携し企画

乗車券を造成、共同プロモーション等を展開。また、

全国エリアのレンタカー会社とも連携し共同で施策を

展開した。また、上記であげた２次交通の活性化に向

けて旅行会社とも連携し旅行商品も造成した。 
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・令和３年町内看板等サインの多言語化整備プランの

作成 

町内観光の拠点となっている「道の駅来夢とごうち」

を起点とした主要観光地を設定した計画を作成した。 

掲示物や看板などのデザインやサインに関するルール

を策定し、地域全体の統一したブランディングを進め

た。 

 

観光資源の

磨き上げ 

・令和元年インバウンド雪山誘客事業 

 冬の雪フェスを実施。また在留外国人の宿泊型モニ

タ―ツアーの実施 

 

・令和元年特産品「祇園坊柿」のオリジナル統一ロゴ

制作・運用 

 オリジナルロゴを使用した商品の開発、パッケージ

デザイン一新、加工品だけに留まらず、飲食店におい

ても祇園坊柿メニューを展開（季節限定） 

 

・令和２年 12月環境省「国立国定公園誘客事業」 

 エリア内の事業者と連携し、新たな推進協議会を発

足し、新たなプログラムづくりとモニターツアーを実

施 

 

・令和３年 12月道の駅魅力化対策事業 

試行的な取組みを 12月・３月に町内外の事業者を招待

しマルシェを実施した。当町だけではない日本海の資

源や同じ中山間地のお酒などが並び町内外からの来訪

者で賑わった。次年度は毎月末に道の駅マルシェ(名

称：あきおおたからマルシェ)を定期開催することにし

た。 

 

・令和３年インバウンド向け満足度調査 

町内主要観光地である 4ヶ所（三段峡・道の駅来夢と

ごうち・恐羅漢スノーパーク・温井ダムリゾート）に

おいて外国人観光客やその他日本人観光客を対象に下

記の日程にてアンケート調査を実施した 

（定量的な評価） 

入込観光客数 

平成 31年(577千人)/令和元年(589千人)/令和２年(481千人) 

令和３年（511千人／昨対比 106％） 

 

一人当たりの観光消費額単価 

平成 31年(1,426円)/令和元年(1,202円)/令和２年(1,203円) 

令和３年（1,552円／昨対比 129％） 

 

ＷＥＢ（ＰＶ数・ＥＣ売上） 

令和元年（15万・120 万円）/令和２年（27万・250万円） 

令和３年（55万・300 万円／昨対比 203％・120％） 
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フォロワー数 

令和元年（4,320）/令和２年（5,297）／令和３年（6,175／昨対比

117％） 

 

観光客の来町および域内周遊を促進することを目的としたを、行政・地

域商社(ＤＭＯ)・観光関連事業者など町が一体となって実施することに

より、コロナ禍であっても一定の利用者数を確保(一人当たりの消費額

の維持)することが出来、また安芸太田町の認知度向上にもつながって

いる。 

実施体制 

※地域の関係者との連携体

制及び地域における合意形

成の仕組みが分かる図表等

を必ず記入すること（別添

可）。 

（実施体制の概要） 

事業運営を行う一般社団法人地域商社あきおおたに加えて、地域商社あ

きおおた推進協議会を設立。メンバーには、行政、宿泊業者、飲食業者

のみならず、交通事業者、農林漁業者など多様な関係者が参画するなど

官民が密接に連携した運営を行う。 

 

（実施体制図） 
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２. 観光地域づくり法人がマーケティング･マネジメントする区域  

 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 
 

 

【区域設定の考え方】 

広島県北西部に位置する安芸太田町は、2004年(平成 16年)10月１日に３町(加計町、筒賀村、戸河

内町)が合併して誕生。南は広島市、西は廿日市市、東は北広島町、北は島根県浜田市、匹見町に隣

接し、その面積は 345km2に及ぶ。面積の約９割が森林となっている。広島市中心部から車で１時

間、中国四国九州北部からも３時間圏内である。町内の観光地も中国自動車道・戸河内 ICから 30

分以内で便利である。また、地域内は標高 100m～1000m以上の地区があり、四季折々に多様な自然

資源を有している。この地域にある観光資源、観光商品をブランディング化しプロモーションを行

うためには、安芸太田町全域を設定区域とするのが適切である。 

 

【観光客の実態等】（安芸太田町観光統計調査より） 

平成３０年      入込観光客  577千人 

           延べ宿泊者数 61千人 

           旅行消費額  798百万円（単価 1,426円） 

 

平成３１(令和元)年  入込観光客  589千人 

           延べ宿泊者数 36千人 

           旅行消費額  850百万円（単価 1,202円） 

 

令和２年       入込観光客  481千人 

           延べ宿泊者数 15千人 

           旅行消費額  579百万円（単価 1,203円） 

 

新型コロナの影響により令和２年度は観光客数に減少がみられるが、それ以前に関しては観光客数

は一定数を維持しているものの、一人当たりの旅行消費額単価は減少傾向にある。 
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【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

三段峡(中国・四国・九州地方唯一の特別名勝、フランス旅行専門誌「ブルーガイド」で最高格付け

の三ツ星)、井仁の棚田(日本の棚田百選、CNN「Japan’s 31most beautiful places」(日本の美し

い風景 31選))、与一野のしだれ桜、恐羅漢山(広島県最高峰の山／春～秋：キャンプ場、冬季：ス

キー場として運営)、深入山、温井ダム(ダム湖では、春～秋にかけて、ヘルスツーリズム事業での

カヌー体験や SUP体験を実施し地域の観光振興に協力頂いている)、安芸太田町ヘルスツーリズム

(森林セラピー、教育旅行民泊体験)、安芸太田町美しい里山プロジェクト、芸北神楽（インバウン

ド客や修学旅行生を対象に、夜の体験プログラムとして神社での神楽体験や神楽団員との交流） 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

宿泊施設数：ホテル・旅館・民泊・ペンション 合計１６施設 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

広島市より路線バス(高速バス：広島電鉄三段峡線、石見交通広益線) 

レンタカー（広島駅や世界遺産宮島から１時間、広島空港から 1.5時間） 

 

【外国人観光客への対応】 

外国人の観光案内所として、観光庁が定める外国人観光案内所認定制度においてＪＮＴＯ(日本政府

観光局)認定「カテゴリー１」を取得した。英語対応可能なスタッフが常駐しており、窓口・電話で

のお客様からの問合せへは対応している。Ｒ４年度には町役場産業観光課配属でアメリカからの国

際交流員が着任し、道の駅に常駐している（令和３年度を予定していたが、新型コロナの影響で令

和４年度に延期）。各施設等の多言語表示などコミュニケーションツールの充実化を進める。また、

英語をはじめとした多言語での観光パンフレットの発行も行っており、ウェブサイトも同様に多言

語での情報発信を進める。 

 

３. 各種データ等の継続的な収集･分析 
 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

来訪者満足度 観光客に利用満足度を測り、改善

点などを把握するため 

来訪客への対面式アンケート調査

を実施する。 

参加者満足度 ツーリズム参加者に参加満足度を

把握するため 

参加者への対面式アンケート調査

を実施する。 

延べ宿泊者数 観光動向を把握し、今後の施策に

反映させるため 

行政が定期的に実施する観光デー

タを参照する。 

旅行者消費額 マーケティングや効果的な事業計

画を策定するため 

行政が定期的に実施する観光デー

タを参照する。 

リピーター率 満足度の高いリピーター顧客の実

態の把握と検証するため 

来訪者への対面式アンケート調査

を実施する。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策

の効果などを把握するため 

アクセスカウンタプログラムによ

り集計する。 

 

４. 戦略  

（１）地域における観光を取り巻く背景 

安芸太田町では、人口減少および高齢化が進んでおり、過去 10年間(RESAS における H20と H30を比

較)で町内総生産は約１割減少、観光関連では約３割減少と大変厳しい状況である。こうした地域の

課題に対し、観光地域づくり法人（DMO）を中心に、町内各地の観光資源を活用した観光地域づくり

を図り、新たな雇用の創出、交流人口の増加につなげる。 
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（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 
内

部

環

境 

強み（Strengths） 

〇認知度評価 

・県内認知度の向上 

・平成 27 年度県内移住したい町１位 

〇外部人材 

・若手実践者の転入増加 

・大学や企業による地域支援体制の充実 

〇内部人材 

・外部人材への理解者増加 

・外部人材への支援者、支援地域増加 

・町横断的民泊受入組織化によるエリア

を超えた町民の連携促進 

〇ブランド力が強い資源 

・三段峡再評価と来峡者増加傾向 

・井仁の棚田と来訪者増加 

・温井ダムエリアの観光施設充実化と来

訪者増加 

・赤瓦と白壁の里山風景 

〇未来への財産とすべき取組 

・森林セラピー 

・人情田舎体験(教育旅行受入) 

・西中国山地国定公園サステイナブルツ

ーリズム 

〇市場性 

・福岡県・広島県・山口健・岡山県・愛

媛県・大分県合計 1,000 万人市場圏での

誘引が可能 

・地勢が類似する近隣市町(芸北エリア)

では観光客数に占める県外客の割合が多

い為、同エリア内での誘客の牽引役とな

れる。 

弱み（Weaknesses） 

〇住民意識 

・観光振興はまちづくりであることの理

解が浸透しきれていない 

（地域自慢力の不足） 

・三段峡をはじめとする地域資源の強み

理解が徹底できていない 

・町全体でのおもてなし体制が未整備 

〇観光事業者意識 

・来町者層の変化に対応しきれない事業

者が多い 

〇観光事業者経営 

・町内事業者の資本力の脆弱性 

・民間事業者のハード改修資金の不足 

・高齢化と後継者不足により、事業継続

のモチベーションが低下している 

・観光関連事業における経済的な域内循

環率が低い 

〇観光施策 

・観光系施設のファシリティマネジメン

ト力の向上が必要 

・各観光施設の運営が独立しており、町

としての面的な連携が不足している 

・役割を終えた施設が残されている 

 

外

部

環

境 

機会（Opportunity） 

〇高速交通網体系確立により、福岡県・

広島県・山口県・岡山県・愛媛県・大分

県合計 1,000 万人市場圏での誘引が可能 

〇広島県内及び中国地方における当町へ

の注目度及び認知度が著しく向上 

〇自然や田舎暮らしのニーズの高まり 

〇健康、癒しのニーズの高まり 

〇モノ消費からコト消費(体験型)への観

光客ニーズの高まり 

〇新たな旅のスタイルの誕生 

脅威（Threat） 

〇蜜を避けたアウトドアブームによる地

方／田舎への注目度が向上したことによ

る地域間競争の激化 

〇気候変動時代による、自然素材観光産

業の収入の不安定性の拡大 

〇感染症や自然災害の発生による観光客

動向の急激な変化 

〇国内観光客の市場縮小 

〇少子化による教育旅行団体人数の減少 

〇学校統廃合による団体数の減少 
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（地方でのワーケション、ブレジャー、

サテライトオフィス設置） 

〇広島県内への訪日外国人旅行者の増加 

〇周辺近隣自治体とのアライアンス 

〇ＩＴ革新により自力資金調達が可能 

〇地方創生推進継続の強化により活動資

金調達が可能 

〇森林セラピーの認知度向上 

 

〇レジャー多様化に伴う他レジャーとの

競争激化 

〇観光客のニーズや旅行トレンドの変化

が速い 

〇高速道路体系充実に伴う、広島市民の

長距離移動傾向の増加 

〇日帰り型観光地からの脱却ができてい

ない 

 
※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

マイカーで１時間圏内からのアウトドアが好きな女性客。自然への興味関心が高く、健康志向があ

り、休日には仲間やパートナーとアウトドアに出かける。 

○選定の理由 

従来より森林セラピーをはじめとする当町のアウトドア体験のお客様は、女性が多い傾向にある。

また、新型コロナの影響により、密を避けた屋外(自然)の中での体験のニーズは高まっている。広

島市内から車で１時間という立地条件も加わり、遠出は避けたいが、自然の中でリフレッシュした

いという女若年層から中高年層まで幅広い世代に対し訴求力が期待できる。 

 

○取組方針 

女性は旅先の決定権を握っているケースも多いため、アンケート結果を分析し満足度の向上とコン

テンツのプラッシュアップを図り、口コミによる新規誘客を狙う。また、四季に応じた体験やグル

メなど地域情報を定期的に発信することにより、リピーター化を狙う。 

 

○第２ターゲット層  

３世代の家族層（子供、両親、祖父母の家族）のリピーター 

○選定の理由 

地元住民や事業者の地道な活動と観光施策の相乗効果により、三段峡以外の町内各地の観光地への

評価が高まり、来訪者が増加している。井仁の棚田、与一野のしだれ桜、恐羅漢山(恐羅漢スノーパ

ーク)、温井ダム、深入山など、家族で四季折々に楽しめる景観がある。 

○取組方針 

安芸太田町の観光資源が幅広い層に対応できる魅力があることを認識していただいた第１ターゲッ

ト層（マイカーで１時間圏内からのアウトドアが好きな女性客）や教育旅行を体験して安芸太田の

魅力を認識した児童・学生が、自分の家族と一緒に再び来町して宿泊してもうことで、安芸太田町

の魅力をさらに感じていただく。それにより消費額向上に繋げる。また、口コミやＳＮＳにより他

の家族層へも安芸太田町の魅力が伝わるように展開する。 

○第３ターゲット層  

訪日外国人観光客および在留外国人の長期滞在 

（メインターゲットは、台湾・オーストラリア・ホノルル） 

○選定の理由 

コロナ前における広島県(広島市)への訪日外国人観光客数は急増しており、突出して欧米豪からの

旅行者が多い。中でも、アウトドア体験を好み長期滞在の傾向が強く、FIT 旅行者も AGTを介して手

配を行う傾向が多いオーストラリアをターゲットとし、人情田舎体験(農泊)と組み合わせて提供す

ることで町内における消費額向上を狙う。また、冬季の誘客ターゲットとして、広島空港との直行

便も就航しており親日派でリピーターが多いことから台湾を選定。 
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○取組方針 

パンフレット、案内板、交通機関、観光地での多言語化やユニバーサルデザインの提供などインバ

ウンド受入体制を整えて、利用客の満足度を向上させる。四季を通じた対象国向けの PR映像の作

成・発信や、ウェブサイトやＳＮＳでの多言語での発信を強化し、ターゲット国およびターゲット

国を市場とする AGTへのプロモーションを行う。 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 

①コンセプト 「ふれて、心に残るもの」により「地域に稼ぐち

から」を 

②コンセプトの考え方 〇安芸太田町は、水流豊かな太田川の恵みを受け

て、暮らしが育まれた里山、谷あいの静かな町、

懐かしさを抱く景色があり、ずっと昔から深く根

付く習慣や文化、四季とともに深まる美しい風景

が残ります。特別名勝「三段峡」や恐羅漢山、深

入山、井仁の棚田に囲まれ、歴史、伝統文化など

そのひとつひとつに自然の美しさや尊さ、人々の

知恵や技術が詰まっています。来ていただいた

方々がふれて心に残る宝物を発見できるようなご

案内をします。 

〇「地域商社あきおおた」は、つくり手が豊かに

なる仕組みづくりと、お客さまが笑顔になる心の

こもったおもてなしで、活き活きとしたまちづく

りに貢献します。 

 

５. 関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整･仕組み作り、 

プロモーション  
 

項目 概要 
戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

・「地域商社あきおおた」が事務局として運営する地域商社あきおおた

推進協議会を少なくとも２カ月に１回は開催し、事業の進捗や具体的な

方針を検討する。また併せて、情報の共有も行う。 

 

・事業者に加えて多様な地域住民が参画しているヘルスツーリズム推進

協議会、田舎体験推進協議会の研修会や講習会を適宜開催し、同様に事

業方針の検討および情報の共有を図っている。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向

上・評価する仕組みや体

制の構築 

観光客に対するアンケート調査を実施し、ＰＤＣＡサイクルにより取組

の見直しを行っている。地域住民や関係機関を対象として、講演会・講

習会や研修等を行い、観光サービスの向上に努めている。 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモ

ーション 

安芸太田町の各種観光情報発信を行うワンストップ窓口としてＨＰやパ

ンフレット等による一元的な情報発信と更新管理を担い、効果的なプロ

モーションを実施する。 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６. ＫＰＩ（実績・目標） 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

安芸太田町観光振興基本計画(平成 27年度～平成 38 年度)の既定目標値を基軸にし、安芸太田町観

光振興基本方針ワークショップにて町役場産業観光課との協議結果をもとに各目標値を設定した。

ただし、令和４年度以降の目標値については、令和３年度に策定予定の道の駅再整備基本計画なら

びに観光・産業振興戦略との整合性を取るため、見直しを行っていく。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

安芸太田町観光振興計画や安芸太田町長期総合計画に記載のある観光消費額を参考に、令和３年度

初旬に実施した安芸太田町観光振興基本方針ワークショップにて町役場産業観光課と協議した内

容、これまでの実績値を踏まえて決定。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●延べ宿泊者数 

これまでの集計実績を考慮して決定。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●来訪者満足度 

安芸太田町観光振興基本計画の最終年度目標値である 70％はキープできる目標値に設定。来訪者満

足度を向上させることにより、リピーターのロイヤルカスタマーへの育成を目指す。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

指標項目  
2019 

（Ｒ１）

年 

2020 

（Ｒ２） 

年 

2021 

（Ｒ３） 

年 

2022 

（Ｒ４） 

年 

2023 

（Ｒ５） 

年 

2024 

（Ｒ６） 

年 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

1380   -   850   1000   1200   1560  

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

850 579 795    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

-   -   35   41   50   65   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

36 15 31    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

- - 70 75 80 80 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

50 67 80    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

- - 6 8 10 10 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

- 5 5    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
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●リピーター率 

消費単価の高額化が望めるロイヤルカスタマーを捕まえていくという観点から年間来訪回数１２回

以上をリピーターとして設定。 

（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

安芸太田町観光振興基本計画(平成 27年度～平成 38 年度)の既定目標値を基軸にし、安芸太田町観

光振興基本方針ワークショップにて町役場産業観光課との協議結果をもとに各目標値を設定した。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【設定にあたっての考え方】 

●入込観光客数 

観光関連事業者の受入キャパシティを考慮し、過去のデータを参考に最適と思われる数値に設定。

入込観光客数は一定を維持し、コンテンツ開発や各事業者のサービス品質の向上による来町者満足

度向上を図ることでリピーターの増加につなげ、旅行消費額(単価)の向上による地域経済の活性化

を目指す。 

 

 

７. 活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し  

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

（１）収入 

年（年度） 総収入（円） 内訳 

2019（Ｒ１） 

年度 

221,000（千円） 【国からの補助金】500 千円 

【県からの補助金】1,500 千円 

【町からの補助金】48,000 千円 

【町からの指定管理収入】15,000 千円 

【収益事業】156,000 千円 

【会費】0 円 

2020（Ｒ２）

年度 

144,000（千円） 【町からの補助金】  80,500 千円 

【町からの指定管理収入】6,500 千円 

【収益事業】57,000 千円 

【会費】0 円 

2021（Ｒ３）

年度 

167,200（千円） 【県からの補助金】1,200 千円 

【町からの補助金】100,500 千円 

【町からの指定管理収入】6,500 千円 

【収益事業】59,000 千円 

【会費】0 円 

指標項目  
2019 

（Ｒ１）

年度 

2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

●入込観光客数

（千人） 

目

標 

- 600 600 600 600 600 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （30） 

実

績 

589 481 512    

（ ） （ ） （ 2 ） （ ） （ ） （ ） 
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2022（Ｒ４）

年度 

158,900（千円） 【国からの補助金】12,000 千円 

【県からの補助金】400 千円 

【町からの補助金】70,000 千円 

【町からの指定管理収入】6,500 千円 

【収益事業】70,000 千円 

【会費】0 円 

2023（Ｒ５）

年度 

152,000（千円） 【国からの補助金】15,000 千円 

【県からの補助金】1,000 千円 

【町からの補助金】50,000 千円 

【町からの指定管理収入】6,000 千円 

【収益事業】80,000 千円 

【会費】0 円 

2024（Ｒ6）年

度 

177,000（千円） 【国からの補助金】20,000 千円 

【県からの補助金】1,000 千円 

【町からの補助金】50,000 千円 

【町からの指定管理収入】6,000 千円 

【収益事業】100,000 千円 

【会費】0 円 

 

（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳 

2019（Ｒ１） 

年度 

212,248（千円） 【一般管理費】  117,568（千円） 

人件費      72,471（千円） 

その他      45,097（千円） 

【事業費】    94,680（千円） 

観光資源磨き上げ 965（千円） 

受け入れ環境整備 1,774（千円） 

マーケティング  970（千円） 

情報発信     1,370（千円） 

その他      89,601（千円） 

2020（Ｒ２）

年度 

129,789（千円） 【一般管理費】  80,972（千円） 

人件費      42,463（千円） 

その他      38,509（千円） 

【事業費】    48,817（千円） 

観光資源磨き上げ 271（千円） 

受け入れ環境整備 257（千円） 

マーケティング  11,304（千円） 

情報発信     526（千円） 

その他      36,459（千円） 

2021（Ｒ３）

年度 

156,700（千円） 【一般管理費】  57,000（千円） 

人件費      43,000（千円） 

その他      14,000（千円） 

【事業費】    99,700（千円） 

観光資源磨き上げ 700（千円） 

受け入れ環境整備 20,000（千円） 

マーケティング  11,950（千円） 

情報発信     2,650（千円） 

その他      64,400（千円） 
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2022（Ｒ４）

年度 

146,200（千円） 【一般管理費】  63,300 千円） 

人件費      47,300（千円） 

その他      16,000（千円） 

【事業費】    60,700（千円） 

観光資源磨き上げ 14,700（千円） 

受け入れ環境整備 1,500（千円） 

マーケティング  1,000（千円） 

情報発信     700（千円） 

その他      65,000（千円） 

2023（Ｒ５）

年度 

149,300（千円） 【一般管理費】  65,300 千円） 

人件費      49,300（千円） 

その他      16,000（千円） 

【事業費】    84,000（千円） 

観光資源磨き上げ 10,000（千円） 

受け入れ環境整備 2,000（千円） 

マーケティング  2,000（千円） 

情報発信     2,000（千円） 

その他      68,000（千円） 

2024（Ｒ6）年

度 

163,500（千円） 【一般管理費】  70,000（千円） 

人件費      50,000（千円） 

その他      20,000（千円） 

【事業費】    93,500（千円） 

観光資源磨き上げ 10,000（千円） 

受け入れ環境整備 4,000（千円） 

マーケティング  4,000（千円） 

情報発信     2,500（千円） 

その他      73,000（千円） 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
当社の社員構成は安芸太田町長、安芸太田町であり、行政の全面的なバックアップがある。観光基本

方針の実現の為に重要な役割を担うことになっており継続的に運営資金の確保が可能となっている。 

令和３年度８月より観光アドバイザーを招聘し、当社としての収益事業（道の駅、旅行手配業、体験

事業等）の販売力強化に積極的に取り組んでいる。道の駅においては、PB商品の開発を強化し売上高

の向上、粗利率の改善し収益性を高める。また他地域との連携による高粗利商品の仕入れ販売、他地

域への地域産品卸売など売上、荒利の向上に取り組んでいる。着地型ツアーの手配に関しては現状の

教育旅行だけでなく、今後旅行業取得によるツアー造成とインバウンド事業の連動、体験事業(ユニッ

ト)に関しては森林セラピーの収益性の改善、現在収益性の高い SUPなどの事業はインストラクター育

成し事業規模の拡大を計画。またこれらの素材を生かした着地型ユニットを造成。今後旅行者へのユ

ニット販売を行い物販だけでない収益の柱を作り自主財源を増やしていく計画となっている。 

 

８. 観光地域づくり法人形成･確立に対する関係都道府県･市町村の意見 

 

広島県安芸太田町は、一般社団法人地域商社あきおおたを本町における観光地域づくり法人として

認め、社員として参画すると共に、地域消費拡大による地域の活性化に向け連携した取組を進めて

います 

 



（別添）様式１ 

18 

 

９．マーケティング･マネジメント対象区域が他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯ

と重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

 

 

 

１０. 記入担当者連絡先 

 

担当者氏名 服部 美樹子 

担当部署名（役職） 一般社団法人地域商社あきおおた 

郵便番号 731-3664 

所在地 広島県山県郡安芸太田町上殿 632-2 

電話番号（直通） 0826-28-1800 

ＦＡＸ番号 0826-28-1843 

Ｅ－ｍａｉｌ m.hattori@cs-akiota.or.jp 

 

１１. 関係する都道府県･市町村担当者連絡先 

 

都道府県･市町村名 広島県山県郡安芸太田町 

担当者氏名 二見重幸 

担当部署名（役職） 安芸太田町役場 企画課 課長 

郵便番号 731-3810 

所在地 広島県山県郡安芸太田町戸河内 784-1 

電話番号（直通） 0826-28-1972 

ＦＡＸ番号 0826-28-1622 

Ｅ－ｍａｉｌ s.futami307@akiota.jp 

 

都道府県･市町村名 広島県山県郡安芸太田町 

担当者氏名 菅田 裕二 

担当部署名（役職） 安芸太田町役場 産業観光課 課長 

郵便番号 731-3810 

所在地 広島県山県郡安芸太田町戸河内 784-1 

電話番号（直通） 0826-28-1961 

ＦＡＸ番号 0826-28-1218 

Ｅ－ｍａｉｌ y.sugeta304@akiota.jp 

 



項目
2019
（R1）
年度

2020
（R2）
年度

2021
（R3）
年度

2022
（R4）
年度

2023
（R5）
年度

2024
（R6）
年度

旅行
消費額
(百万円)

目標
1380 - 850 1000 1000 1560

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

実績
850 579 795

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

延べ宿泊
者数
(千人)

目標
- - 35 41 50 65

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

実績
36 15 31

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

来訪者
満足度

(％)

目標
- - 70 75 80 80

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

実績
50 67 80

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

リピーター
率
(％)

目標
- - 6 8 10 10

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

実績
- 5 4

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )

法人名：一般社団法人地域商社あきおおた

【区域】 広島県山県郡安芸太田町
【設立日】 平成30年1月26日
【登録日】 令和2年1月14日
【代表者】 橋本 博明（代表理事）
【マーケティング責任者（CMO）】
栗栖 修司
【財務責任者（CFO）】
児玉 裕子
【職員数】 １５人
（常勤９人（正職員６人、出向等５人）、非常勤４人）
【連携する主な事業者】
安芸太田町商工会、広島市農業協同組合など町内
組合団体、町内教育機関、NPO、観光関連事業者

「ふれて心に残るもの」により「地域に稼ぐちから」を

合意形成の仕組み

登録区分名：地域DMO

※（）内は訪日外国人旅行者に関する数値

法人のこれまでの活動実績

【情報発信・プロモーション】
・ホームページの多言語化事業
・観光PR映像制作事業
・特産品プロモーション事業
【観光資源の磨き上げ】
・あきおおたからマルシェの開催
・満足度調査のデータ分析システム構築
【受入環境の整備】
・着地型旅行商品の造成のための、企業連
携強化
・安芸太田町サイン計画策定
・安心・安全おもてなし認証制度構築
・観光振興アドバイザーの招聘

戦略

【該当する登録要件】②
（概要）地域商社あきおおたが事務局として運
営し、行政や町内観光関係事業者をはじめと
した関係団体を構成員とする地域商社あきお
おた推進協議会を設置し、定期的に協議、合
意形成を図る。

【主なターゲット】
①マイカーで１時間圏内からのアウトドア好きな女性客
②３世代の家族層のリピーター
③訪日外国人(台湾・オーストラリア)の長期滞在

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】

①自然資源を活用したコンテンツ開発および既存コ
ンテンツのプラッシュアップを図り、満足度を向上さ
せ、リピーター化を狙う。

②教育旅行等ヘルスツーリズムの体験者やター
ゲット①などへのリテンション向上を図る。

③在留外国人によるモニターツアーなどを通して、
地域内の観光関連事業におけるインバウンド受入
体制を整備する。また、対象国向けのPR動画制作
や多言語でのWEBサイトやパンフレットを作成・配
信を行い、対象国での認知度橋上を図る。

実施体制

観光関連事業者と戦略との整合性に
関する調整・仕組み作り、プロモーション

・行政および観光関連j儀容者が会員として参加

する地域商社あきおおた推進協議会を設立し、
情報共有と戦略に対する意見交換を行う。

また、地域商社が、観光情報発信のワンストップ
窓口となり、効率的にプロモーションを実施する。

活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し

【主な収入】 収益事業（ヘルスツーリズム・道の駅等） 約56百万円
（R２年） 補助事業(受入環境整備・コンテンツ開発等)約88百万円
【総支出】 130百万円（一般管理費60百万円、事業費69百万円）
※R3年3月期決算
【自律的・継続的な活動に向けた運営資金確保の取組・方針】
行政と二人三脚での観光基本方針に沿った事業運営と、収益事業の拡充
(道の駅の運営、着地型ツアー企画のユニット販売、DMO独自の予算確保)

マーケティング・マネジメントする区域

ＫＰＩ（実績･目標）

記入日： 令和４年 １０月 ３１日

【主な観光資源】
三段峡
深入山
温井ダム
恐羅漢山
井仁の棚田
戸河内刳り物
森林セラピー基地
人情田舎体験
神楽


